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　2018年度は、「減収・減益」の赤字決算の見込みです。

総供給高（売上高）は51億5,774万円となり、予算差▲6,212万円（前年差▲2,533万円）、供

給剰余金（粗利益）は同▲2,176万円（同▲1,719万円）、手数料収入は同▲1,000万円（同▲

709万円）、事業総剰余（事業収入）は同▲3,176万円（同▲2,428万円）で、供給高、供給剰

余金、受取手数料ともに減少し、事業総剰余金は前年実績、予算ともに未達でした。

　事業経費は、人件費（職員給与など）は予

算差＋1,273万円（前年差＋2,197万円）、物

件費（消耗品費など）は同▲1,684万円（同＋

1,487万円）となりました。事業経費合計では

予算差▲411万円の未達となりました。

　その結果、事業剰余金（事業収入から事業

経費を差し引いた営業利益）は実績▲2,407

万円で予算差▲2,765万円（前年差▲6,112万

円）となりました。ここから雑収入等を繰り入

れて、経常剰余金では▲1,442万円の赤字と

なっています。今後、約750万円の改善予定

があり、経常剰余金▲700万円の赤字を見込

んでいます。

　2019年度はアパートの大型改修等を計画し

ていますが、経費コントロールに努めながら、

経営の改善を進める必要があります。

東北大学生活協同組合2018年度の経営

2018年度の経営状況について
2018年度は東北大生協設立70年を迎え、
年間430万人以上の組合員の皆様のご利用が
ありました。本当にありがとうございます。
今年は、次の10年に向けて、総代・生協委員を
中心に「組合員の生活を知る」
活動を通じて、利用推進を
目指します。
2019年度も引き続きの
参加と利用をお願いします。

収入が減少し、赤字決算の見込みです

① 2018年度の経営概況

※▲はマイナスです。　2019年3月7日時点の見込み数値です。

3～2月期累計比較損益計算書
東北大学生活協同組合 自2018年3月1日　至2019年2月28日

科　目 2017年度実績 2018年度予算 2018年度実績 前年差 予算差

1 総供給高 51億8307万円 52億4136万円 51億5774万円 ▲2533万円 ▲8362万円

2 供給剰余 12億9548万円 13億0004万円 12億7828万円 ▲1720万円 ▲2176万円
3 手数料収入 2億2505万円 2億2797万円 2億1797万円 ▲708万円 ▲1000万円

4 事業総剰余（事業収入＝2+3） 15億2053万円 15億2801万円 14億9625万円 ▲2428万円 ▲3176万円

5 人件費 8億8997万円 8億9921万円 9億1194万円 2197万円 1273万円
6 物件費 5億9351万円 6億2522万円 6億0838万円 1487万円 ▲1684万円

7 事業経費合計（＝5+6） 14億8348万円 15億2443万円 15億2032万円 3684万円 ▲411万円

8 事業剰余金（＝4-7） 3705万円 358万円 ▲2407万円 ▲6112万円 ▲2765万円

9 事業外収入 475万円 6万円 1542万円 1067万円 1536万円
10 事業外費用 578万円 0万円 577万円 ▲1万円 577万円

11 経常剰余金（＝8+9-10） 3602万円 364万円 ▲1442万円 ▲5044万円 ▲1806万円


